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T 君 は 語る。 

さび 

そのころ の 軽 井沢 は 寂れ 切って いました よ。 それ は 

明治 二十 四 年の 秋で、 あの 辺 も 衰微の 絶頂で あったら 

しい。 なにしろ 昔の 中 仙 道の 宿場が すっかり 寂れて し 

まって、 土地に はなん にも 産物 はない し、 ほとんど も 

う 立ち行かない ことにな つて、 ほかの 土地へ 立 退く 者 

おやじ 

も ある。 わたし も 親父と 一 緒に 横 川で 汽車 を 下りて、 

うすい 

碓氷峠の 旧道 をが た 馬車に ゆられながら 登って 下りて、 



て やる と、 獵師も はじめて 気がつ くんです。 最初から 

何にもい るの じ やない ので、 その 獵師の 眼に だけ そん 

な ものが 見え るんで す。 

それです から 木 曾の 山奥へ はいる 獵師は 決して 一 人 

で 行きません。 きっと ふたり か 三人 連れて行く ことに 

しています。 ある 時には こんな こと もあった そうです _ 

山奥へ はいった 二人の 獵師 が、 谷川の 水 を 汲んで 飯 を 

たいて、 もう 蒸れた 時分 だろうと 思って、 その ひとり 

が 釜の 蓋 を あける と 釜の なかから 女の 大きい 首がぬ つ 

と 出たん です。 その 獵師は あわてて 釜の 蓋 をして、 上 

からしつ かり 押えながら、 えても の だ、 えても の だ、 



ことがありました。 なに、 その 時 は 別になん とも 思わ 

なかった のです が、 あとで 考える となんだ か 気味が よ 

くありませんでした。 あれ はどうい うわけ です かね ご 

かれは 重兵衛 という 男で、 そのころ 六つの 太吉 とい 

う 男の児と 一 一人ぎ リで、 木 曾の 山奥の 杣 小屋に さびし 

おんたけさん 

く 暮らして いました。 そこ は 御嶽山に のぼる 黒 沢 口 か 

ら さらに 一里 ほどの 奥に 引っ込んで いるので、 登山者 

ごうりき 

も 強力 もめった に 姿 をみ せなかった そうです。 さて こ 

ほ A もん 

れ からが お 話の 本文と 思って ください。 

「お父さん、 怖い ようご 



なまき 

れて、 生木の いぶる 焚火の 前に 坐ら せた。 

旅人 はま だ 二十 四 五ぐ らいの 若い 男で、 色の 少し 蒼 

ざめ た、 頰の 痩せて 尖った、 しかも 円い 眼 は 愛嬌に 富 

んで いる 優しげな 人物であった。 頭に は 鍔の 広い 薄茶 

の 中折帽 を かぶって、 詰 襟で は あるが さの み 見苦しく 

ない 縞の 洋服 を 着て、 短い ズボンに 脚絆 草鞋と いう 身 

軽の いでたちで、 肩に は 学校 生徒の ような 茶色の 雑囊 

を かけて いた。 見たところ、 御料 林 を 見 分に 来た 県庁 

のお 役人 か、 悪く いえば 地方 行商の 薬 売り か、 まず そ 

んな ところで あろうと 重 兵衛は ひそかに 値踏み をした _ 

こういう 場合に、 主人が 旅人に 対する 質問 は、 昔 か 



らの紋 切り 形であった。 

「お前さん は どっちの 方から 〔# 「から」 は 底本で は 「な 

ら匕 来な すった ご 

「福 島の 方から ご 

「これから どっちへ …… ご 

「御嶽 を 越して 飛驛の 方へ …… ご 

こんな こと を 言って いるう ちに、 日 も 暮れて しまつ 

たらしい。 燈火 のない 小屋の なか は 燃え あがる 焚火に 

うす あかく 照らされて、 重 兵衛の 四角張った 顔と 旅人 

の 尖った 顔と が、 うず 巻く 煙りの あいだから ぼんやり 

と 浮いて みえた。 



「弥七 どんか。 はいるが いいよ ごと、 重 兵 衛は燜 の 支 

度 をしながら 答えた。 

「誰か 客人が いるよう だね ご と、 弥七は 肩に した 鉄砲 

をお ろして、 小屋へ ひと 足踏み 込もうと すると、 黒い 

犬 は 何 を 見た のか 俄かに 唸り はじめた。 

「なんだ、 なんだ。 ここ はおな じみの 重兵衛 どんの 家 

i こぞ。 まま まま ま。」 

弥七は 笑いながら 叱った が、 犬 は なかなか 鎮まり そ 

うに もなかった。 四 足の 爪 を 土に 食い入る ように 踏ん 

張って、 耳 を 立て 眼 を瞋ら せて、 しきりに すさまじい 

唸り 声 を あげていた。 
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